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明治初期のイェール大学日本人留学生
―田尻稲次郎が学んだカリキュラムを中心に―（１）
北　口　由　望
（大学史資料課）
はじめに
　幕末から明治時代にかけて、日本から多くの若者が欧米各国に留学し、先進的な知識を
身につけて帰国、それぞれが近代国家の発展に貢献したことはいうまでもない。専修大学
の創立者の一人である田尻稲次郎もまた、その一人である。
　田尻は1871年（明治4）にアメリカに渡航し、イェール大学および大学院に入学する。
帰国後は、留学先で出会った相馬永胤・目賀田種太郎・駒井重格らとともに、専修大学の
前身となる「専修学校」を設立し、経済を担当した田尻は日本に初めて「財政学」という
学問をもたらした人物として知られることとなる。
　田尻と同時期にイェール大学に留学した日本人は、本稿末に付した一覧表の通りであ
る。なかでも、山川健次郎（物理学者）・箕作佳吉（動物学者）・鳩山和夫（法学者）・相
馬永胤（法学者）の、学者・政治家としての功績は大きい。彼らはいずれも各分野の日本
における第一人者であり、伝記や自叙伝などによる人物研究のみならず、大学史や政治史
としても研究がなされている。
　しかしながら、彼らのイェール大学留学について、同大学側の資料を用いて説明したも
のは管見の限り少ないといえよう１。そこで、本稿ではイェール大学が所蔵する資料を用
いて明治初期に同大学に留学していた日本人がどのようなカリキュラムで授業を受けてい
たのかについて明らかにすることで、彼らがそれをどのように理解・受容したのかを考察
する際の一助としたい。なお、紙幅の関係により、今回は田尻の学部1年次（1874 ～
1875年）までについて扱うこととする。
１．大学史資料課が保管するイェール大学所蔵資料について
　コネティカット州ニューヘイブン（New Haven, Connecticut）にあるイェール大学
（Yale College）は伝統的なヨーロッパの教養教育（リベラル・アーツ）を行う学校とし
て始まり、1701年に正式に設立認可を受けた、アメリカで3番目に歴史のある大学であ
る。当初の目的はプロテスタントの布教と青年教育で、学問の発展と研究の重要性が認識
されるようになったのは1850年以降である２。1861年にはアメリカで初めて哲学博士
（Doctor of Philosophy）の学位を授与し、学部教育と大学院教育を分けることによって、
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研究機関としての学習体系を整えつつあった３。
　1870年代当時、イェール大学には神学科（Theological Department）、法学科（Law 
Department）、 医 学 科（Medical Department）、 哲 学 文 学 科（Department of 
Philosophy and the Arts）の4学科が設置されていた。なかでも、哲学文学科の規模は大
きく、同科のもとに大学院生（Graduate Students）、 学 部生（Undergraduate 
Academical Students）がいて、さらにシェフィールド科学学部４（Sheﬃ  eld Scientiﬁ c 
School）、美術学部（School of the Fine Arts）が含まれている。1870年代のアメリカに
おいて、田尻のように、学部における教養教育から大学院における専門教育まで、一貫し
てひとつのカレッジに在籍した日本人留学生の事例は多くない。
　当大学史資料課では、イェール大学で収集した資料群を「エール大学所蔵 専修大学創
立者関係資料」として製本し、全8冊を所蔵する。内容を大まかに分類すると以下の9点
となる。
　ａ． Catalogue of the Oﬃ  cers and Students in Yale College, with a Statement of 
the Course of Instruction in the Various Departments
　ｂ．History and Statistics of the Class of 1877-1883
　ｃ．Examination papers
　ｄ．Yale College in 1875-1881
　ｅ．The Laws of Yale College
　ｆ．Annual reports, Biographies
　ｇ．The Yale record
　ｈ．William Graham Sumner Papers
　ｉ．Paul Leroy Beaulieu, Traité de la Science des Finances
　ａはイェール大学が毎年発行している『要覧』で、1868年～ 1880年発行分、すなわち
1868年入学から1881年卒業までを対象とする。内容は主に名簿であり、学長・理事で構
成される法人をはじめ、教師陣、および学科ごとに担当教員と在籍する学生の氏名一覧が
掲載されている。この『要覧』に附属されているのがステイトメント（General 
Statement）である。ステイトメントとは学年にあたり、各学科の専攻概要、入学試験、
使用テキスト、各講義の担当教授、学位、奨学金制度などについて説明したものであり、
附属する図書館・博物館、卒業式に関する記録も含まれる。
　ｂは哲学人文学科学部生の同窓会に関する刊行物であり、在学中から卒業後の記録にお
よぶ。この時期における唯一の日本人学部卒業生である田尻は、1878年卒業組（Class of 
1878）となる。
　ｃは入学試験問題、ｄは年報、ｅは学則、ｆは教員・卒業生の統計や紳士録、ｇは学内
報である。ｈは田尻が「余が師」５として慕っていたサムナー教授（William G. Sumner）
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に関する資料で、帰国後、同教授に宛てた書簡のなかには田尻が専修学校設立について報
告したものも含まれている６。ｉは田尻が留学を終えて帰国した際に持ち帰ったと伝えら
れるボリュー著『財政学概論』である。
　以上のうち、日本人留学生がイェール大学においてどのようなカリキュラムで学んでい
たのかを明らかにするのに最適な資料は、ａの『要覧』および附属のステイトメントであ
り、本稿でもそれらを適宜引用しながら、彼らの足跡を追うこととする。
２．山川健次郎と津田静一
　『要覧』の名簿を元にした日本人留学生の一覧をみると、前半はシェフィールド科学学
部に留学生が集中していることがわかる。その代表的な人物であり、修業年限を全うして
卒業したのが山川健次郎であった。『要覧』では確認できなかったが、日本人で最初に
イェール大学に留学したのは薩摩藩士の吉原重俊（大原令之助）であり、1870年（明治3
年）から71年にかけて法学を専攻したという７。続いて1872年（明治5）、科学学部に会津
藩の山川、美術学部に熊本藩の津田静一が入学している。
　まずは、山川が受けたと考えられる科学学部の入学試験についてみていきたい。以下、
訳文は筆者による。
  TERMS OF ADMISSION. ‒ Candidates must be not less than sixteen years of 
age, and must bring satisfactory testimonials of moral character from their 
former instructors or other responsible persons.
  For admission the student must pass a thorough examination in Davies’s 
Bourdon’s Algebra as far as the General Theory of Equations, or in its equivalent; 
in Geometry, in the nine books of Davies’s Legendre, or their equivalent; and in 
Plane Trigonometry, Analytical Trigonometry inclusive; and also in Arithmetic, 
including the “Metric System,” Geography, United States History, and English 
Grammar, including Spelling.  An acquaintance with the Latin Language is also 
required, suﬃ  cient to read and construe some classical author, and Allen’s Latin 
Grammar is commended as exhibiting the amount of grammatical study deemed 
important.  Practice in Drawing, if it can be obtained before entrance, will be of 
great advantage.
  The examinations for admission take place at Sheﬃ  eld Hall, on the Friday （July 
12, 1872）after Commencement, at 9 A. M., and nine weeks later, on that 
Wednesday in September （Sept. 11, 1872）on which the Fall Term begins. 
Opportunity for private examination may, in exceptional cases, be given at other 
times８.
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【訳文】入学時期―志願者は16歳以上で、前学校の先生か信頼のおける人物による
品性良好であるという確かな証明書を持参しなければならない。
　入学のため、学生は試験に合格しなければならない。試験は、デイヴィスの『ブ
ルドン代数学』を方程式の一般理論まで、またはそれ相応のもの、幾何学では、デ
イヴィスによるルジャンドルの翻訳9冊またはそれ相応のもの、分析三角法を含めた
平面三角法、メートル法を含めた算術、地理学、アメリカの歴史、および綴り方を
含めた英語文法に関するもの。ラテン語の知識も必要であり、読解や古典の解釈も
充分であること、また文法学習の成果をみるのに重要なものとして、アレンの『ラ
テン語文法』を推薦する。入学前に習得できるのであれば、図画の練習が大いに有
利になるだろう。
　入学試験はシェフィールド・ホールにおいて、卒業式のあとの金曜日（1872年7月
12日）の午前9時、並びに9週間後、秋季授業が始まる9月の水曜日（1872年9月11日）
に執り行われる。個別試験は例外的に別の機会に実施される。
　1854年（嘉永7）生まれの山川はこのとき19歳である。証明書についても、入学に際し
て「ノールウイッチの中学校長ハッチスン先生に頼んで」９その方法を聞いていることか
ら、問題はないと考えられる。山川は田尻と同じ1871年に渡米し、ニュージャージー州
ニューブランズウィック（New Brunswick, New Jersey）を経てコネティカット州ノー
ウィッチの学校（Norwich Free Academy）に通っていた。そのときの校長がハッチン
ソン（William Hutchinson）である。ただし、試験科目の「算術・代数・幾何・三角、
それから英語・地理・合衆国の歴史、ラテン語等」のうち、数学や英語はともかくラテン
語を学習したことがなかったため、「漢学の出来ることによつて、ラテン語は出来なくと
もそれに免じて許してくれと頼ん」だという。アメリカの歴史や地理については購入した
試験問題を暗誦し、明治5年の夏に試験を受けたとあるので7月12日のことであろう。入
学に際しては三角法を夏休みに勉強するという約束がなされた。
　学事暦は哲学文学科に準じており、1872年は1学期が9月12日～ 12月19日、2学期が1873
年1月2日～ 4月3日、3学期が4月17日に始まり、6月26日が卒業式となっている10。学費は
1年間に150ドルであったが、1学期と2学期のはじめに各55ドル、3学期のはじめに40ドル
といった分割払いも可能であった。
　明治政府が海外留学生に対して官費を打ち切り、帰国を命じたのは1873年（明治6）12
月、山川が2年生のときである11。学費に困って日本へ帰らなければならなくなったので
あるが、友人の伯母に援助してもらって在留を継続できたという話は、「国に帰つたら一
生懸命になって国に尽す」という、そのとき書いた証文のエピソードとともに本人によっ
て語り継がれた。
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　通常の修業年限3年を修了して取得できる学位は、哲学士（Bachelor of Philosophy）
であるが、山川が選択した土木工学コースでは、学部卒業の後に進学すると土木技師の資
格を取得することもできた。
COURSES OF INSTRUCTION, occupying three years, are arranged to suit the 
requirements of various classes of students.  The ﬁ rst year’s work is the same 
for all; during the last two years the instruction is chiefly arranged in special 
courses.
  The special courses most distinctly marked out are the following: －
　　（a.）In Chemistry and Metallurgy;
　　（b.）In Civil Engineering; 
　　（c.）In Dynamical （or Mechanical）Engineering; 
　　（d.）In Agriculture;
　　（e.）In Natural History;
　　（f.）In studies preparatory to Medical Studies;
　　（g.）In studies preparatory to Mining;
　　（h.） In Select studies preparatory to other higher pursuits, to business, 
etc.12
【訳文】教育課程は3年間で、それぞれのクラスに適したコースが整っている。はじ
めの１年間は全ての学生が同じ学習をし、残り2年間で主に特別専攻の課程が用意さ
れる。
　明確に設けられた特別専攻は以下、
　　（a） 化学・冶金学
　　（b） 土木工学
　　（c） 機械（動的）工学
　　（d） 農学
　　（e） 博物学
　　（f） 医学予備
　　（g） 採鉱予備
　　（h） 高度な研究や実業等のための予備選択
　1年生（Freshman Class）は専攻に分かれることなく基礎教育を受けており、この年の
新入生は80名であった。カリキュラムをみると、ドイツ語や英語、数学、化学、薬学、
自然地理学、植物学、演説法を学んでいるが、1年間を通じて行われていたのが図画
（Drawing）の授業である13。山川はこの科目が不得手で、「学校の正科であるから仕方が
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ないのでやりましたけれども、まるで絵になつて」いなかったが、日本人が珍しくて優待
してくれたのだろうと回想している。
　一方、山川の入学と同時に美術学部に入学したのが津田静一である。彼は科学学部の特
別生としても『要覧』に記載されているが、特別生に関する具体的な規定などは不明であ
る。美術学部は1865年に設置されたばかりの学部で、実習や批評を通じて、絵画・彫刻・
建築などの造形芸術の奨励や振興、美術的かつ審美的な目を養うことを目的としていた。
この年に美術学部に登録されているのは13名である。
  This Department of the College is open to all who desire to avail themselves of 
its instructions, without restriction, save as to age and general good character. 
It aﬀ ords the special arts-student a thorough acquaintance with the practice and 
theory of art, and combines with this a knowledge of its history and philosophy. 
It aims to embrace the widest possible ﬁ eld of usefulness in connection with the 
knowledge and promotion of art, and oﬀ ers facilities to the art-student that are 
unsurpassed in system and variety by any art-school in the country.
【訳文】この学部は制限なく、年齢や品性良好について問うことなく、教育を希望
する者すべてを受け入れている。学生は実習や美術論の心得を習得し、歴史や哲学
の知識も兼ね備えることができる。美術の知識や振興に関連した役に立つ幅広い活
躍の場、体制的に卓越した設備、この国のあらゆる美術学校によって多様性も提供
することが目的である。
　イェール大学では、独立戦争の絵画を主とするトランブル・ギャラリー（Trumbull 
Gallery）など、古代の遺物や美術作品のコレクションを所蔵していた。
  In connection with the practical instruction of the School, lectures on the 
practice, theory, and history of art will be delivered, in regular course, by its 
professors.  These lectures are open to special art-students without charge, and 
to the public on payment of the usual fee.
  The terms for instruction are $12 per month, or $100 for the College year, to be 
paid in advance.  Special students have free access to the collections at all times, 
and are entitled to such privileges, under the usual restrictions, as are granted to 
students in other departments of the College14.
【訳文】実地指導に関連して、実習、理論、美術史の講義は通常コースで教授たち
が担当する。美術学生は手数料なしで、さらに通常料金を支払えば一般の方々もこ
の講義を受けることができる。
　1ヶ月に12ドル、または1学年に100ドルを前もって支払わなければならない。特別
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生はいつでも美術コレクションを訪問することができ、通常は制限されているよう
な場所でも他の学部学生同様に許可される。
　津田静一が在籍していたのは科学学部も美術学部も1年間だけであった。津田は1869年
（明治2）10月、同じ熊本藩の林玄助とともに私費で渡米、1873年9月に帰朝した。マサ
チューセッツ州モンソン・アカデミー（Monson Academy, Massachusetts）在学中の
1872年6月に母へ宛てた書簡によれば、かねてよりニューヨーク州ウエストポイント
（West Point, New York）にある陸軍士官学校（Unitated States Military Academy）
への入学を希望していたが日本人は許可されていないため、「来年の夏迄は外之学校に入
り候積り」15とあり、同年9月より1年間イェール大学に在籍したものと考えられる。専修
大学創立者の一人で、後にイェール大学に留学する相馬永胤もまた、この時期に在米公使
森有礼に依頼して同校への入学を希望したが、外国人入学の許可を得ることができずに断
念していた16。なお、1873年8月30日付のイェール大学学長による津田の「推薦状」が残
されているが、科学学部において勤勉な態度で学習し、品行方正な学生であった旨が記さ
れている17。
　1873年9月、山川は科学学部の2年生（Junior Class）に進級する。一覧表にあるよう
に、この年、科学学部には津田と同じ熊本藩の岩男三郎が入学18、翌年には山川の白虎隊
時代の友人である赤羽四郎が入学しているが、両人とも1年間しか在籍していない。
　前述した通り、山川は2年次から土木工学専攻として本格的な専門教育を受けることと
なる19。1年次の科目に加えて、2年次では測量学や天文学、機械工学が加わり、語学では
フランス語の授業が始まっている。続く3年次（1874～ 1875年、Senior Class）では採掘
工学、土木工学、砕石、鉱物学、地質学、力学、水力学など、より専門的な学問を習得す
ることとなった。3年間のカリキュラムを終えて学位を取得した山川は、1875年（明治8）
5月、専門知識を習得して帰国、東京大学において物理学を教授することとなる。山川卒
業の年、科学学部は過去最高の学生数を記録し、翌年には哲学文学科所蔵の資料がピーボ
ディ博物館（Peabody Museum of Natural History）に正式に移管されるなど、科学学
部としての充実期を迎えようとしていた20。
３．田尻稲次郎の入学試験
　山川が最終学年である3年生のとき、1年間同じイェール大学に在席することとなった
のが、田尻稲次郎である。1850年（嘉永3）生まれの田尻は1871年1月、20歳のときに政
府の貢進生として渡航、イリノイ州シカゴ（Chicago, Illinois）を経てニューヨークへ到
着した。ここで通学した学校では「子供扱ひ」21され不満を感じたため、ニューブランズ
ウィックへ赴き、ラトガース大学が設立した、大学に入る前段階の学校であったグラマー
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スクール（Rutgers College Grammar School）に入学した。ラトガース大学はオランダ
改革派教会（Dutch Reformed Church in America）の牧師養成を目的とした学校であ
り、来日していた同派宣教師・ブラウン（Samuel R. Brown）やフルベッキ（Guido 
Verbeck）を通じて、山川同様にこの時期に多くの日本人が留学している22。しかしなが
ら、ここも学風が合わずに長く通学することなく、コネティカット州へ移り、ハート
フォード公立高等学校（Hartford Public High School）へ入学した23。
　1873年には留学生への官費打ち切りが決定するも、同校校長ケプロン氏（Samuel 
Capron）の助けにより留学継続が可能となり、無事卒業するに至った。田尻が同校と同
じコネティカット州にあるイェール大学に入学したのは、翌1874年（明治7）9月のこと
である。まずは、入学資格についてみていきたい。
  AGE. ‒ No one can be admitted to the Freshman Class, till he has completed 
his ﬁ fteenth year, nor to an advanced standing without a corresponding increase 
of age.
  TESTIMONIALS. ‒ Satisfactory testimonials of good moral character are in all 
cases required; and those who are admitted from other Colleges must present 
certiﬁ cates of dismission in good standing.
  BOND. ‒ Every person, on being admitted, must give to the Treasurer a bond, 
executed by his parent or guardian, for five hundred dollars, to secure the 
payment of all charges arising under the laws of the College24.
【訳文】年齢－満15歳になるまで、何人たりとも新入生として入学することはでき
ない。また、年齢が見合わない状態では他大学の単位認定による入学も認められな
い。
　証明書－品性良好であるという証明書は必須である。また、他のカレッジ出身の
者は、良好な成績で修了したという証明書を提出しなければならない。
　保証書－入学を許可された者は学則に規定された諸費用の支払いを保証するため、
両親か保証人が作成した500ドルの保証書を会計係に提出しなければならない。
　田尻は、このとき既に24歳である25。第1章で分類した資料ｂ群の同窓生に関する記録
をみると、卒業生129名のうち、1848年生まれが3名、1850年が1名、1851年が2名、1852
年が7名、1853年が4名、1854年が11名、1855年が23名、1856年が43名、1857年が26名、
1858年が8名、1859年が1名とあり、1856年生まれの18歳を中心に、下は15歳から上は26
歳までの学生が入学していたことがわかる26。
　証明書や保証書については、ハートフォード高校の関係者に依頼したのであろう。前述
したケプロン校長は田尻が卒業する前の1874年1月に病死してしまい、後ろ盾を失った田
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尻を卒業まで援助したのは、同校長が所属した教会の信徒たちであった。
　学部の入学試験は年に2回行われている。
  THE REGULAR EXAMINATION FOR ADMISSION will take place at 
Graduates’ Hall on the Friday, Saturday and Monday following Commencement 
（June 26, 27, 29, 1874）: attendance is required at the beginning of the 
examination, at 9 A. M. on Friday; those candidates will be detained until 
Monday, whose examination cannot, for any reason, be finished earlier.  The 
examination is partly oral and partly written; copies of papers given at recent 
examinations will be sent on application.
  A second Examination will take place at the beginning of the academic year, on 
Tuesday and Wednesday （Sept. 8 and 9, 1874）；candidates for this examination 
are required to assemble at Graduates’ Hall at 9 A. M. on Tuesday.
  Parsons applying to be examined at other times must first pay to the 
Treasurer a fee of ten dollars.  In general, no examinations for admission to the 
Freshman Class can be held in advance of the time above speciﬁ ed.
【訳文】通常の入学試験は卒業式に続いて金曜日、土曜日、月曜日（1874年6月26
日、27日、29日）、グラデュエイテス・ホールにて執り行われる。金曜日の午前9時
に試験を開始し、受験者は月曜日まで留まらなければならず、いかなる理由があっ
ても早めに試験を終えることはできない。試験は口述と筆記で、前回の試験用紙は
申請書とともに前もって郵送する。
　2回目の試験は学年のはじめ、火曜日と水曜日（1874年9月8日、9日）に執り行わ
れる。受験者は火曜日の午前9時、グラデュエイテス・ホールに集合しなければなら
ない。
　他の機会に試験を志望する場合は、はじめに10ドルの代金を会計係に支払わなけ
ればならない。通常、明示した日程よりも前に、1年生への入学試験が行われること
はない。
　次に、試験に必要な科目や題目は具体的に以下の通りである。
  CANDIDATES FOR ADMISSION to the Freshman Class are examined in the 
following books and subjects:－ 
  Latin Grammar ‒ including Prosody.
Sallust ‒ Jugurthine War; or four books of Cæsar.
  Cicero ‒ seven Orations.
  Virgil ‒ the Bucolics, Georgics, and ﬁ rst six books of the Æneid.
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  Arnold’s Latin Prose Composition, to the Passive voice （ﬁ rst twelve chapters）. 
  Greek Grammar ‒ including Prosody.
  Xenophon ‒ Anabasis, ﬁ ve books.
  Homer ‒ Iliad, two books.
  Greek History.
  Higher Arithmetic ‒ including the metric system of weights and measures.
  Algebra ‒ to Quadratic Equations, including the theory of exponents.  [After 
Sept., 1874, the principal topics of Algebra will be required.]
  Euclid ‒ first two books.  [The first, third, and fourth books of Davies’s 
Legendre’s Elements of Geometry, or of Loomis’s Elements of Geometry, may be 
oﬀ ered as a substitute for Euclid.]
  English Grammar and Geography; a thorough knowledge of which is required27.
【訳文】受験者は以下の本や題目について試験されることとなる。
　ラテン語文法－韻律学を含む
　サッルスティウス－『ユグルタ戦記』、又はカエサルの4冊
　キケロ－7つの演説
　ウェルギリウス－『牧歌』、『農耕詩』、『アエネイス』の前半6冊
　アーノルドの『ラテン語作文』、「受身の声」まで（はじめの12章）
　ギリシャ語文法－韻律学を含む
　クセノフォン－『アナバシス』、5冊
　ホメロス－『イリアス』、2冊28
　ギリシャ史
　高等算術－重さと長さのメートル法を含む。
　代数学－2次方程式まで、指数の定理を含む。［1874年9月以降は、代数学の主要項
目を必要とする。］
　ユークリッド－はじめの2冊。［デイヴィスの『ルジャンドル幾何学基礎』の第1、
第3、第4冊、またはルーミスの『幾何学基礎』がユークリッドの代わりに提示され
るだろう。］
　英文法と地理学は、全体を通して必要とされる知識である。
　ラテン語とギリシャ語という古代言語を中心としているが、数学に関する知識も要し、
英文法と地理学の基礎的な習得は必須であるとする。
　事例として1876年に実施されたラテン語の試験問題をみると、カエサル『ガリヤ戦記』
第2巻の一節を翻訳し、その接続法（仮定法）について説明、更に等位接続詞（英語でい
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うandやbut）を指し示す内容になっている29。サッルスティウスやカエサルの作品は簡潔
な文体を用いており、ラテン語のテキストとして最適であるとされている。ウェルギリウ
スもまたローマ第一の詩人として知られ、ホメロスと並んでしばしばテキストに用いられ
た。
　ギリシャ語の試験では、古代ギリシャ最大の叙事詩人ホメロスの作品『イリアス』より
3節分を翻訳したうえで、それぞれ2問ずつの問題を解かなければならない30。クセノフォ
ンの『アナバシス』は、従来ギリシャ語学習用の初級読み物として好まれていた作品であ
る。
　古代ギリシャの数学者で「幾何学の父」と称されるユークリッドについて本稿で詳細を
記述するまでもないが、著書『Elements』（原本）は全13巻より成り、第1巻は三角法、
垂線、平行線、直線形の面積、ピタゴラス定理、第2巻は面積の変形である。アメリカで
は、1820年代からそれまでのイギリス数学に代わってフランス数学が主潮となり、在米
の数学者はその翻訳書を著すが、のちに自ら教科書を作製するようになっていた。ウエス
トポイント陸軍士官学校のデイヴィス（Charles Davies）は山川の入学試験科目にもみら
れたように、ルジャンドルやブルドンといったフランス数学を翻訳し、大学のみならず中
等学校においても広く用いられた31。
　田尻がハートフォード高校に入学した翌年の1873年、同校に入学した日本人に箕作佳
吉がいる。箕作秋坪の息子である佳吉はのちにシェフィールド科学学部で動物学を専攻
し、帰国後は東京大学で教授を務め、動物学の第一人者として知られる。佳吉によれば、
同高校には2部あり、「曰ク古
クラシカル
語部、曰ク英学部、古語部ハ羅甸、希臘、数学ヲ主トス、大
学校ノ古語科ニ入ラントスルモノヽ為ニ設」32けられ、生徒の大半は兼部していたという。
田尻もまた、ここでラテン語、ギリシャ語、数学を学び、イェール大学入学のための基本
的な知識を習得していたと考えることができるだろう。
４．学部１年生のカリキュラム
　田尻が学部1年生（Freshman Class）として入学したのは1874年9月であり、学事暦に
よれば、10日に始まっている。
　田尻がイェール大学留学中の学長はノア・ポーター（Noah Porter）であり、1871年か
ら86年まで務めている。聖職者でもあるポーター学長は伝統的な「カレッジ」による生
活様式を好み、在任中にカリキュラムの選択科目制度に反対するなど、イェール大学が
「ユニヴァーシティー」に飛躍するのを困難にさせる一面もみられた33。
　学部の教師陣はポーター学長以下24名で、なかには前述したサムナー教授（社会科学
担当）がいる。この年の名簿によれば、1年生は164名、2年生（Sophomore Class）は
142名、3年生（Junior Class）は136名、4年生（Senior Class）は95名、4学年合計で537
― 132 ―
《研究ノート》明治初期のイェール大学日本人留学生（１）
＜ 12 ＞
名である34。新入生が増加傾向にあったことから、従来は4組に分けていた1年生を6組に
分割したところ、好評だったという35。
　なお、田尻の同期には、1909年から1913年までアメリカ大統領を務めたウィリアム・
タフト（William Taft）が在籍し、名字の綴りが同じ「Ta」であることから、同窓会な
どの名簿では常に並んで記載されることとなった36。
  PUBLIC EXAMINATIONS are held at the close of the ﬁ rst and second terms, 
on the studies of the term; and, at the close of the year, on all the studies of the 
year.  The annual examinations are conducted wholly in writing, and continue for 
about two weeks.
【訳文】定期試験は1学期と2学期の終り、そして学年末には全授業において試験が
行われる。学年末試験はもっぱら筆記によって行われ、約2週間続く。
　学部は4年制で、1年は3学期に分かれている。
  THE PUBLIC COMMENCEMENT is held on the Thursday after the last 
Wednesday in June.
  The ﬁ rst term for the year 1874-75 begins eleven weeks from Commencement-
day and continues fourteen weeks; the second begins on the ﬁ rst Thursday in 
January and continues thirteen weeks; the third begins ten weeks before 
Commencement-day.  The intervening periods, of eleven, three, and two weeks, 
are assigned for vacations.  （See Calendar, p. 4.） The exercises of each term 
begin with prayers in the Chapel on Thursday morning.
  LEAVE OF ABSENCE. ‒ No student is allowed to be absent, without special 
leave, except in the vacations37.
【訳文】通常の卒業式は6月の最終水曜日の次に迎える木曜日に執り行われる。
　1874年～ 75年次であれば、1学期は卒業式の日から11週間後に始まり、14週間続
く。2学期は1月の最初の木曜日に始まり、13週間続く。3学期は卒業式前の10週間。
これら学期間の、11、3、2週間は休暇に割り当てられる。（4頁の学事暦参照）各学
期の儀式として、木曜日の朝は教会でお祈りして始まる。
　休学－休暇中を除いて、特別な許可がない限り休学は許されない。
　この年の学事暦によれば、1874年は1学期が9月10日から12月17日まで、3週間の冬期休
暇を経て、2学期が1875年1月7日から4月8日まで、2週間の春期休暇を経て、3学期が4月
22日に始まり、卒業式が7月1日で、以後は次年度が始まるまで夏期休暇となっている38。
　田尻が所属する学部で取得できる学位は、文学士（Bachelor of Arts）であった。
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  BACHELOR OF ARTS. ‒ The degree of Bachelor of Arts is conferred by the 
Corporations on those persons who have completed the course of academical 
exercises, as appointed by law, and have been approved on examination at the 
end of the course as candidates for the same.  Candidates for this degree are 
required to pay their dues to the Treasurer as early as the Monday before 
Commencement39.
【訳文】文学士－文学士の学位は、学部の教育課程を修了した者、並びに課程の最
終段階で試験を受けて承認された志願者に対して大学法人が授与するものであり、
学則により決められている。この学位を取得しようと志願する者は卒業式の前の月
曜日までに会計係に費用を支払わなければならない。
　保守的な教育方針で知られるイェール大学では、田尻が所属する学部ではあくまでも専
門大学院へ進学する以前の教養教育を目的とする、リベラル・アーツを軸としたカリキュ
ラムが採られていた。具体的な授業科目についてみていきたい。
  FIRST TERM ‒ Greek. ‒ Homer’s Odyssey, begun.  Latin ‒ Livy, begun; 
Arnold’s Latin Composition.  Mathematics. ‒ Todhunter’s Euclid.
  SECOND TERM ‒ Greek. ‒ Homer’s Odyssey, continued through four books; 
Herodotus, begun; Arnold’s Greek Composition.  Latin. ‒ Livy, continued through 
a hundred pages.  Mathematics. ‒ Loomis’s Algebra.  History. ‒ Liddell’s Rome. 
Botany. ‒ Lectures.
  THIRD TERM ‒ Greek. ‒ Herodotus, continued through half of the ﬁ rst book; 
Arnold’s Greek Composition.  Latin. ‒ Odes of Horace, three books; Arnold’s 
Latin Composition （to page 150）．Mathematics. ‒ Chauvenet’s Geometry; Loomis’s 
Trigonometry.  Rhetoric. ‒ Recitations and Lectures.  Compositions40.
【訳文】1学期－ギリシャ語はホメロスの『オデュッセイア』に着手。ラテン語はリ
ウィウスに着手、アーノルドの『ラテン語作文』。数学はトドハンターの『ユーク
リッド』。
　2学期－ギリシャ語はホメロスの『オデュッセイア』を引き続き4冊、ヘロドトス
に着手し、アーノルドの『ギリシャ語作文』。ラテン語はリウィウスを引き続き100
ページ。数学はルーミスの『代数学』。歴史はリデルの『ローマ史』。植物学は講義。
　3学期－ギリシャ語はヘロドトスを引き続き1冊目の半分、アーノルドの『ギリシャ
作文』。ラテン語はホラティウスの『カルミナ（抒情詩集）』を3冊、アーノルドの
『ラテン語作文』（150ページまで）。数学はショーヴネの『幾何学』、ルーミスの『三
角法』。修辞学はレシテイションと講義。作文。
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　ギリシャ語は『イリアス』の続編と伝えられるホメロスの長編叙事詩『オデュッセイ
ア』で始まり、ギリシャ最古の史書を著したヘロドトスに移行している。『イリアス』は
入学試験の際に、ギリシャ語の問題として出された作品のひとつである。ラテン語は大著
『ローマ建国以来の歴史』で知られるリウィウスに始まり、最後に詩人ホラティウスの作
品を読んでいる。リウィウスの文体は優雅にして明晰・雄弁であり、ギリシャのクセノ
フォンと並び、文章の手本とされていた。1年を通じて、ギリシャ語、ラテン語ともに、
作文に関してはトーマス・アーノルド（Thomas Arnold）の教科書を用いている。2学期
以降は古典語学と数学だけでなく、歴史学や植物学、修辞学が始まり、3学期になると、
週に1回、英作文の演習が行われた。
　トドハンター（Issac Todhunter）はイギリスの教育者であり、1859年から70年代にか
けて有名な一連の数学教科書を執筆している。入学試験科目でも登場したルーミス（Elias 
Loomis）はイェール大学哲学文学科の教授である。数学における学問的な貢献はみられ
なかったが、教科書は簡単明瞭に書かれており、広く学校用として採用されていた。
ショーヴネ（William Chauvenet）もまたイェール大学出身の数学者であり、フランス幾
何学の正統に属していた。
　この年、山川健次郎（科学学部3年生）や赤羽四郎（同1年生）のほか、哲学文学科の
大学院特別生として佐土原藩の島津忠亮（又之進）が在籍している。第11代藩主忠寛の
嫡子である忠亮は1869年に渡米、ニューブランズウィックからマサチューセッツ州ボス
トン（Boston）へ移り、1875年11月に帰国した。従来の研究では、ニューヘイブンの滞
在記録やイェール大学への入学記録は確認されておらず、同大学に学んだのは随行の橋口
宗儀・丸岡武郎（大村純雄）である可能性が指摘されている41。『要覧』に附属されたス
テイトメントには特別生についての記載がないため詳細は不明であるが、哲学文学科大学
院については次稿で詳しく説明したい。
　その後、イェール大学では必修科目を若干緩和して3年生と4年生に選択科目制度を導
入、さらに1学年を2学期制にするなど、研究機関としての改革が進められていく。次稿
では、田尻の学部2年次（1875 ～ 1876年）から大学院にかけて、サムナー教授らによる
専門教育を受けることとなるカリキュラムについて取り上げる。
注
１　山川健次郎については、渡辺正雄「山川健次郎とSheﬃ  eld Scientiﬁ c School―初期日米科学交渉
史の一面―」（『東京女子大学附属比較文化研究所紀要』8、1959年10月）がある。
２　石田剛『イェール大学の教育システム』（渓水社、1986年）、p.51
３　F. ルドルフ著、阿部美哉・阿部温子訳『アメリカ大学史』（玉川大学出版部、2003年）、p.257
４　科学学部については、従来「科学学校」や「理科学校」などの翻訳がみられるが、本稿では哲
― 129 ―
＜ 15 ＞
学文学科に含まれることを重視し、美術学部同様に「学部」と表現した。
５　田尻稲次郎訳『ボリュー氏財政論 関税之部』1890年、緒言
６　書簡の一部は、専修大学編『専修大学史資料集』第3巻 五大法律学校の時代（専修大学出版局、
2013年、pp.41, 94）に翻刻されている。
７　増井由紀美「朝河貫一：自覚ある「国際人」―明治末から大正にかけてイェール大学に見る日
本人研究者事情」（『敬愛大学国際研究』第18号、2006年12月）で分析されている「エール大学
日本人学生名簿」による。吉原ほか薩摩藩留学生については、犬塚孝明『明治維新対外関係史
研究』（吉川弘文館、1987年）に詳しい。
８　Catalogue of the Officers and Students in Yale College, 1871- 72, New Haven, 1871, p.68
９　以下、山川の留学時代については、故山川男爵記念会編『男爵山川先生遺稿』（大空社、2012
年）に所収された「六十年前外遊の思い出」（pp.42-73）に依拠している。
10　Catalogue of the Officers and Students in Yale College, 1872- 73, New Haven, 1872, p.4
11　太政官達によって海外留学生全員の帰国命令が出されたのは12月25日である。明治3～ 4年に
ピークを迎えた留学生は増加による質的な低下を招き、留学前の教育の不充分さなどを背景に
最終的に廃止に至った（石附実『近代日本の海外留学史』ミネルヴァ書房、1972年、p.159）。
12　前掲Catalogue, 1872- 73, p.63
13　山川が在籍していた3年間の授業カリキュラムについては、前掲渡辺論文において『要覧』を引
用して説明しているため、本稿では詳細を省略する。
14　前掲Catalogue, 1872- 73, pp.69-70
15　『楳渓津田先生伝纂』（津田静一先生二十五回忌追悼会、1933）、p.64
16　専修大学相馬永胤伝刊行会編『相馬永胤伝』（専修大学出版局、1982年）、pp.53-54
17　前掲『楳渓津田先生伝纂』、p.37。また、同書には津田がイェール大学在学中に購入した書籍類
の一覧が掲載されており、教科書と考えられるものが含まれている。
18　岩男は熊本藩主の弟長岡護美の随行として渡米しており、1872年3月に到着した際に津田と面会
している（前掲『楳渓津田先生伝纂』、pp.61-64）。
19　山川は元々希望していた物理学が専攻になく、土木工学を選択した。
20　Yale College in 1875, p.5, and Yale College in 1876, pp.3-8
21　『北雷田尻先生伝』上巻（田尻先生伝記及遺稿編纂会、1933年）、p.188
22　専修大学創立者の一人である駒井重格もまた、ブラウンの紹介により、ニューブランズウィッ
クに留学している（前掲『専修大学史資料集』第3巻、pp.48-52）。
23　このとき、田尻に高校を世話した同州「教育掛理事のノルスロップ」（Birdsey Northrop）は進
歩的教育行政家として知られ、のちに文部省から教育顧問として来日を打診された人物である
（前掲『北雷田尻先生伝』上巻、pp.188-189、塩崎智『アメリカ「知日派」の起源－明治の留学
生交流譚－』平凡社、2001年、pp.108-109）。
24　Catalogue of the Officers and Students in Yale College, 1873-74, New Haven, 1873, p. 54
25　田尻の生年については、1852年（嘉永5）とする資料もあるが、最新の研究である瀬戸口龍一
「日本における財政学の導入・構築と田尻稲次郎」（『専修大学史紀要』第4号、2012年3月）に従
い、本稿でも1850年とした。
26　Quarter=Centenary Record of the Class of 1878, Yale University, 1905, p.444．同窓会の資料
によれば、田尻は、当初の記録では1854年生まれ、1905年以降の記録では1855年7月27日生ま
れとなっている。
27　前掲 Catalogue, 1873-1874, p.53
28　以下、古代ローマおよび古代ギリシャの人名や作品名については、『集英社世界文学大事典』（集
英社、1996-1998年）や松原国師『西洋古典学事典』（京都大学出版会、2010年）などを参考に、
現在普及すると考えられる表現に改めた。
29　F. B. Stevens, Yale Examination Papers, Boston, 1883, p.20
30　前掲Stevens, pp.79-80
31　アメリカ人が自ら著した算術書のうち、広く普及した最初の著述は、独立当時における貨幣の
混乱を受けて実務上の知識を与えるために各州の公債証書や償還に関する諸法律を掲載したパ
イク（Nicholas Pike）の執筆による。以下、数学については小倉金之助『小倉金之助著作集 第
6巻 数学教育の歴史』（勁草書房、1974年）、pp.139-148, 188-196に依拠している。
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32　箕作佳吉「亜米利加通信」（『東京日日新聞』1875年9月13日）
33　前掲ルドルフ著、pp.120-121, 286-287。イェール大学がユニヴァーシティー（Yale 
University）を名乗るのは1887年のことである。
34　Catalogue of the Officers and Students in Yale College, 1874-75, New Haven, 1874, pp.22-34
35　Yale College in 1875, pp.3-4
36　イェール大学において同窓会の結束は強く、田尻の学年である1878年組は、田尻が死去して間
もなく起きた関東大震災の際、在米特命全権大使を通じて遺族への救援を申し出ている（前掲
『北雷田尻先生伝』下巻、pp.705-710）。
37　前掲Catalogue, 1874-75, p.53
38　前掲Catalogue, 1874-75, p.4
39　前掲Catalogue, 1874-75, pp.57-58
40　前掲Catalogue, 1874-75, p.51
41　野口逸三郎「時代に生きた人々―明治初年佐土原藩留学生の場合―」（『宮崎県地方史研究紀
要』第5輯、1979年3月）、前掲塩崎著、pp.115-116
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表：明治初期のイェール大学日本人留学生一覧
所属 学年 氏名 出身地 住所
1872 ～ 1873 年（明治 5～ 6年）
山川健次郎 科学 1年生 Kenjiro Yamagawa Japan 11 Grove st.
津田　静一 科学 特別生 Sayeach Tsuda Kumamoto, Japan 138 College st.
〃 美術 ― 〃 〃 〃
1873 ～ 1874 年（明治 6～ 7年）
山川健次郎 科学 2年生 Kenjiro Yamagawa Japan 29 Prospect st.
岩男　三郎 科学 1年生 Saburo Iwao Kumamoto, Japan 84 wall st.
1874 ～ 1875 年（明治 7～ 8年）
山川健次郎 科学 3年生 Kenjiro Yamagawa Japan 29 High st.
赤羽　四郎 科学 1年生 Shiro Akabane Yedo, Japan 29 Prospect st.
田尻稲次郎 学部 1年生 Inajiro Tanaka Tajiri Kagoshima, Japan 139 Greene st.
島津　忠亮 哲文 特別生 Mat a n o s i n  T a d a a k i r a 
Shimadz
Yedo, Japan 172 George st.
1875 ～ 1876 年（明治 8～ 9年）
田尻稲次郎 学部 2年生 Inajiro Tanaka Tajiri Kagoshima, Japan 217 Crown st.
津田　純一 哲文 特別生 Junichi Tsuda Nakatsu, Japan 173 Temple st.
1876 ～ 1877 年（明治 9～ 10 年）
田尻稲次郎 学部 3年生 Inajiro Taneka Tajiri Kagoshima, Japan 6 Trumbull st.
津田　純一 法学 1年生 Junichi Tsuda Japan 6 Trumbull st.
1877 ～ 1878 年（明治 10 ～ 11 年）
田尻稲次郎 学部 4年生 Inajiro Taneka Tajiri Kagoshima, Japan 6 Trumbull st.
相馬　永胤 法学 特別生 Naga t an i  S oma ,  LL .B .
Columbia College
Japan 201 Orange st.
三浦　和夫 法学 ― K a z u o  M i u r a ,  L L . B .
Columbia College
Tokio, Japan 200 East Grand 
st.
箕作　佳吉 科学 2年生 Kakichi Mitsikuri Tokio, Japan 523 Chapel st.
1878 ～ 1879 年（明治 11 ～ 12 年）
田尻稲次郎 哲文 ― Inajiro Taneka Tajiri, B.A. Kagoshima, Japan 59 Wall st.
相馬　永胤 哲文 ― Nagatane  Soma ,  LL .B .
Columbia College
Japan 201 Orange st.
三浦　和夫 法学 ― K a z u o  M i u r a ,  L L . B . 
Columbia Col lege M.L. , 
Attorney at Law
Tokio, Japan 200 East Grand 
st.
箕作　佳吉 科学 3年生 Kakichi Mitsikuri Tokio, Japan 130 York st.
1879 ～ 1880 年（明治 12 ～ 13 年）
鳩山　和夫 法学 ― Kazuo Hatogama（late 
Miura），LL.B.Columbia 
Coll., M.L., Attorney at Law
Tokio, Japan 200 East Grand 
st.
岡部　長職 科学 1年生 Nagamoto Okabe Tokio, Japan 6 Trumbull st.
1880 ～ 1881 年（明治 13 ～ 14 年）
岡部　長職 科学 2年生 Nagamoto Okabe Tokio, Japan 92 Grove st.
※ Catalogue of the Officers and Students in Yale College に掲載された各科の学生名簿を基に作成した。
※ 所属欄の略字は、哲文＝哲学文学科大学院、学部＝同学部、科学＝シェフィールド科学学部、美術＝
美術学部、法学＝法学科を意味する。
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